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　MOWLASの 観 測 デ ー タ 同 様
N-netのデータもリアルタイムで気
象庁に伝送され、緊急地震速報や津
波警報に活用される計画です。
おわりに
　N-netは、国難災害ともいうべき震
災が想定されている南海トラフ地震を
日本が乗り越えるための、いわば守護
神的なシステムとして構築されるもの
です。南海トラフ想定震源域の西半分
に広がる地震や津波のリアルタイム観
測の空白域を解消することで、地震動
や津波の「一秒でも早い予測」と「一
分でも早い避難」の実現により、震災
軽減に貢献するものです。
　N-netの開発・整備は2019年にス
タートしました。これまでに、ケーブ
ルの敷設に適した海域を確定するため
の海洋調査を終え、ケーブルルート
が確定しました。また、海底に設置す
る観測装置を接続する海底ケーブルを
陸揚げするための誘導式水平ドリル工
法による管路の工事（図5）にも着手
しています。今後、様々な機器の開発
や製造、陸上局の工事などを着実に進
め、ケーブル敷設を経て、早期の完成
とMOWLASの新たな観測網として
の運用開始を目指しています。
図5　宮崎県串間市における工事風景
図4　N-netの有無により地震動（左図）及び津波（右図）の直近の観測点への到着時刻がどれだけ早くなるかを示すコンター図
